
ク
マ
ー
ラ
ジ
ー
ヴ
ァ
禽
匡
目
凹
昌
く
ミ
鳩
摩
羅
什
、
シ
ロ
韻
？

色
電
）
が
中
国
の
仏
教
史
上
果
た
し
た
功
績
は
計
り
知
れ
な
い
。

そ
の
翻
訳
の
質
の
高
さ
、
量
の
多
さ
の
み
な
ら
ず
、
（
時
に
は
二

千
人
を
超
え
た
と
さ
え
言
わ
れ
る
）
ク
マ
ー
ラ
ジ
ー
ヴ
ァ
の
訳
場

に
参
集
し
た
人
び
と
の
、
当
時
の
（
そ
し
て
そ
れ
以
降
の
）
中
国

仏
教
思
想
界
へ
与
え
た
影
響
の
甚
大
さ
は
、
夙
に
先
学
諸
師
に
よ

２

っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
、
ク
マ
ー
ラ
ジ
ー
ヴ
ァ

の
翻
訳
の
（
時
に
は
創
作
と
言
っ
て
も
過
言
で
な
い
ほ
ど
の
）
窓

３

意
性
も
、
多
く
の
識
者
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
し
か
も
ク

マ
ー
ラ
ジ
ー
ヴ
ァ
の
創
意
に
な
る
部
分
（
特
に
、
例
え
ば
十
如
是

な
ど
）
に
、
以
後
の
中
国
仏
教
が
重
大
な
影
響
を
被
り
、
そ
の
影

４

響
下
に
思
想
を
熟
成
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
し
た

、
／
、
げ
う
当
〆
、
ノ
、
／
、
ノ
、
〆
、
〆
、
げ
う

研
究
ノ
ー
トIクマ

ー
ラ
ジ
ー
ヴ
ァ
講
述
「
注
維
摩
詰
経
』
解
読
の
試
み

Ｉ
「
仏
国
品
」
Ｉ

が
っ
て
、
ク
マ
ー
ラ
ジ
ー
ヴ
ァ
そ
の
人
の
仏
教
思
想
を
理
解
す
る

こ
と
は
、
ひ
と
り
そ
れ
以
後
の
中
国
の
み
な
ら
ず
日
本
の
仏
教
思

想
・
仏
教
文
化
を
理
解
す
る
上
で
も
不
可
欠
の
こ
と
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

確
か
に
、
ク
マ
ー
ラ
ジ
ー
ヴ
ァ
の
思
想
の
解
明
は
、
例
え
ば

「
大
乗
大
義
章
」
の
綴
密
な
研
究
成
果
が
、
京
大
人
文
科
学
研
究

所
に
よ
っ
て
『
慧
遠
研
究
遺
文
篇
」
と
し
て
出
版
さ
れ
、
引
き

続
き
優
れ
た
論
考
が
『
研
究
篇
」
と
し
て
公
刊
さ
れ
る
な
ど
、
既

に
大
い
な
る
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、

ク
マ
ー
ラ
ジ
ー
ヴ
ァ
の
思
想
の
全
体
像
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
は
、

５

未
だ
言
え
な
い
の
が
実
状
で
あ
る
。

実
は
、
十
全
な
る
解
明
の
た
め
に
は
、
当
時
の
イ
ン
ド
の
仏
教
、

叩

ム
ロ

、
Ｗ
Ｊ
１
０

､、ノ

ツコニ
1－1－
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西
域
の
仏
教
、
中
国
の
仏
教
の
思
想
状
況
を
（
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化

の
独
自
性
を
踏
ま
え
な
が
ら
）
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
到
底
浅
学
非
才
の
筆
者
の
手

に
負
え
る
仕
事
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
、
ク
マ
ー
ラ

ジ
ー
ヴ
ァ
研
究
の
基
礎
作
業
の
一
環
と
し
て
（
正
直
な
と
こ
ろ
こ

れ
と
て
筆
者
の
手
に
あ
ま
る
も
の
で
あ
り
、
海
老
の
鯛
交
わ
り
の

よ
う
な
こ
と
で
畏
れ
多
い
が
）
、
基
礎
資
料
の
一
つ
で
あ
る
『
注

維
摩
詰
経
」
の
中
、
経
典
の
翻
訳
者
当
人
で
あ
る
ク
マ
ー
ラ
ジ
ー

ヴ
ァ
が
識
述
し
た
と
さ
れ
る
部
分
を
取
り
出
し
て
、
そ
の
解
読
を

試
み
た
い
。

先
ず
そ
の
冒
頭
部
分
「
仏
国
品
」
か
ら
順
に
解
読
を
試
み
る
こ

と
と
し
、
紙
幅
の
都
合
上
、
現
代
語
訳
は
割
愛
す
る
。

凡
例＊
現
存
の
『
注
維
摩
詰
経
』
は
、
ク
マ
ー
ラ
ジ
ー
ヴ
ァ
と
僧
肇
、

道
生
、
道
融
の
四
人
が
そ
れ
ぞ
れ
為
し
た
註
釈
を
集
成
し
た
も
の
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
少
な
か
ら
ざ
る
箇
所
で
経
典
の
文
章
が
寸
断
さ

れ
て
お
り
、
ク
マ
ー
ラ
ジ
ー
ヴ
ァ
の
註
釈
が
ど
れ
だ
け
の
経
文
に
対

し
て
な
さ
れ
た
の
か
分
か
り
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
。
現
行
の
ま
ま
で

は
意
味
不
明
に
な
り
か
ね
な
い
箇
所
も
多
く
、
そ
う
い
う
場
合
に
は
、

あ
る
べ
き
経
典
の
文
章
を
［
］
で
補
っ
た
。

＊
で
き
る
だ
け
原
文
そ
の
ま
ま
を
書
き
下
し
文
に
し
た
が
、
古
典

漢
文
が
簡
潔
を
尊
び
、
省
略
表
現
を
好
む
た
め
、
原
文
の
ま
ま
で
は

文
意
を
取
り
づ
ら
い
こ
と
が
屡
し
ば
あ
る
。
（
現
代
語
訳
を
付
さ
な

（
闇
夢
》
ら
）
維
摩
詰
所
説

①

什
日
。
維
摩
詰
秦
言
浄
名
。
即
五
百
童
子
之
一
也
。
従
妙
喜
国

来
遊
此
境
。
所
応
既
周
将
還
本
土
。
欲
顕
其
淳
徳
以
沢
群
生
。
顕

迩
悟
時
要
必
有
由
。
故
命
同
志
詣
仏
而
独
不
行
。
独
不
行
則
知
其

②

疾
也
。
何
以
知
之
。
同
志
五
百
共
遵
大
道
。
至
於
進
徳
修
善
動
静

い
こ
と
で
も
あ
り
）
誤
解
を
招
き
か
ね
な
い
よ
う
な
箇
所
に
は

［
］
で
字
を
補
い
、
写
音
語
に
原
語
を
（
）
で
示
し
た
箇
所
も

あ
る
。
ま
た
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
と
「
」
を
多
用
し
て
い
る
が
、

却
っ
て
煩
雑
に
な
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
御
寛
恕
を
乞
い
た
い
。

＊
漢
字
は
誤
解
の
生
じ
る
恐
れ
の
な
い
限
り
常
川
漢
字
体
を
使
川

し
た
。
た
だ
し
常
用
漢
字
に
は
「
弁
」
や
「
芸
」
な
ど
の
よ
う
に
、

異
な
る
漢
字
が
一
つ
の
字
形
に
集
中
す
る
な
ど
の
不
州
が
あ
り
、
そ

の
限
り
に
お
い
て
旧
字
体
を
川
い
て
い
る
。

＊
ク
マ
ー
ラ
ジ
ー
ヴ
ァ
の
講
述
し
た
部
分
の
み
の
拾
い
読
み
で
あ

る
の
で
、
各
節
ご
と
に
、
掲
げ
ら
れ
る
経
文
の
『
大
正
大
蔵
経
』
第

三
八
巻
中
の
位
置
を
示
す
こ
と
と
し
た
。

＊
ノ
ー
ト
中
の
「
維
摩
経
』
の
文
章
の
引
川
は
、
特
に
断
っ
て
い

な
い
場
合
は
、
ク
マ
ー
ラ
ジ
ー
ヴ
ァ
訳
『
維
摩
詰
所
説
経
』
（
目

腫
〕
弓
．
田
中
閉
巴
の
文
章
で
あ
る
。

＊
略
号
と
使
用
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
は
末
尾
の
一
覧
を
み
ら
れ
た

い
◎

＊
＊
試
訳
と
ノ
ー
ト
＊
＊
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固
唾

必
倶
。
今
浄
国
之
会
業
之
大
者
而
不
同
挙
、
明
其
有
疾
。
有
疾
故

有
問
疾
之
会
。
問
疾
之
会
由
浄
国
之
集
。
浄
国
之
集
由
浄
名
方
便
。

⑤

然
則
此
経
始
終
所
由
良
有
在
也
。
若
自
説
而
観
則
衆
聖
斉
功
。
自

本
而
尋
則
功
由
浄
名
。
源
其
所
由
故
日
維
摩
詰
所
説
也
。

什
曰
く
。
「
維
摩
詰
含
目
：
両
日
）
」
は
秦
に
は
「
浄
名
」
と

言
ふ
。
即
ち
五
百
童
子
の
一
な
り
。
妙
喜
国
よ
り
来
た
り
て
此
の

境
に
遊
ぶ
。
応
ず
る
所
既
に
周
く
し
て
、
将
に
本
土
に
還
ら
ん

う
る
ほ

と
す
る
に
、
其
の
淳
徳
を
顕
し
、
以
て
群
生
を
澤
さ
ん
と
欲
す
。

か
な
ら

通
を
顕
し
、
時
を
悟
る
に
、
要
必
ず
由
有
り
。
故
に
、
同
志
に

命
じ
、
仏
に
詣
で
し
め
て
、
独
り
行
か
ず
。
独
り
行
か
ず
ば
則
ち

ゆ
ゑ

其
の
疾
め
る
を
知
ら
む
と
な
り
。
何
の
以
ぞ
之
を
知
る
。
同
志
五

し
た
が

百
共
に
大
道
に
遵
ひ
、
徳
に
進
み
善
を
修
む
る
に
至
り
て
は
、

こ
う
ど
う
と
も

動
静
必
ず
倶
な
り
け
り
。
今
、
浄
国
の
会
に
、
業
の
大
な
る
者
に

二
ぞ

や
ま
ひ

し
て
同
じ
く
挙
ら
ざ
る
は
、
其
れ
に
疾
有
る
を
明
か
す
な
り
。つ
ど
ひ

疾
有
る
が
故
に
、
問
疾
の
会
有
り
。
問
疾
の
会
は
浄
国
の
集

に
由
る
。
浄
国
の
集
は
浄
名
の
方
便
に
由
る
。
然
れ
ば
則
ち
此
の

ま
二
と
あ

経
は
、
始
終
由
る
所
良
に
有
在
る
な
り
。
若
し
説
よ
り
し
て
観

ぜ
ば
、
則
ち
衆
聖
功
を
斉
し
く
す
る
も
、
本
よ
り
し
て
尋
ね
ば
、

も
と
づ

則
ち
功
は
浄
名
に
由
る
。
其
の
由
る
所
に
源
く
が
故
に
、
「
維
摩

詰
所
説
」
と
日
ふ
な
り
。

①
《
従
妙
喜
国
来
》
ア
ヴ
ィ
ラ
テ
ィ
（
ご
冨
昌
妙
喜
）
国
は
、

ア
ク
シ
ョ
ー
ビ
ヤ
・
ブ
ッ
ダ
Ｓ
爾
呂
ご
号
艮
号
里
阿
閲
仏
）
の
主

宰
す
る
世
界
。
我
わ
れ
の
所
属
す
る
こ
こ
サ
ハ
ー
命
昌
辿
娑
婆
）

世
界
よ
り
遙
か
東
方
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
ヴ
ィ
マ
ラ
キ
ー
ル
テ
イ

ミ
目
農
園
曼
維
摩
詰
）
が
ア
ヴ
ィ
ラ
テ
ィ
国
か
ら
サ
ハ
ー
世
界

へ
や
っ
て
来
た
と
い
う
こ
の
記
述
は
『
維
摩
経
」
自
体
に
根
拠
を

持
っ
て
お
り
、
「
見
阿
閤
仏
品
」
第
十
二
に
「
是
の
時
、
仏
舎
利

弗
に
告
げ
た
ま
は
く
、
「
国
有
り
て
妙
喜
と
名
づ
け
、
仏
は
無
動

と
号
づ
く
。
是
の
維
摩
詰
は
、
彼
の
国
に
於
て
没
し
て
此
に
来
生

６

す
」
」
と
あ
る
。

②
《
進
徳
修
善
》
『
易
経
』
乾
に
「
君
子
進
徳
修
業
、
忠
信
所

以
進
徳
也
」
と
あ
る
の
に
基
づ
く
か
。

③
《
今
》
『
大
正
」
に
は
「
命
浄
国
之
会
」
と
あ
り
、
『
集
解
」

が
「
令
浄
国
之
会
」
と
す
る
以
外
、
諸
本
も
「
命
」
を
支
持
す
る

が
、
そ
れ
で
は
意
味
を
通
じ
づ
ら
い
。
『
民
版
」
に
従
い
「
今
」

を
採
る
。

④
《
浄
国
之
会
》
古
来
『
維
摩
経
」
に
二
処
四
会
を
数
え
、
巷

羅
樹
園
と
方
丈
と
の
二
処
に
そ
れ
ぞ
れ
二
会
あ
り
と
す
る
。
す
な

わ
ち
、
蓄
羅
樹
園
の
二
会
と
は
、
ブ
ッ
ダ
が
奄
羅
樹
園
に
お
い
て
、

浄
土
の
法
門
を
説
き
、
弟
子
達
に
ヴ
ィ
マ
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
病
気

見
舞
い
に
行
く
よ
う
に
勧
め
る
場
面
と
、
後
に
ヴ
ィ
マ
ラ
キ
ー
ル
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テ
ィ
が
弟
子
達
と
共
に
ブ
ッ
ダ
の
許
を
訪
れ
て
問
答
す
る
場
面
。

方
丈
の
二
会
と
は
、
文
殊
師
利
と
と
も
に
仏
弟
子
達
が
ヴ
ィ
マ
ラ

キ
ー
ル
テ
ィ
を
訪
れ
る
の
に
先
ん
じ
て
、
ヴ
ィ
マ
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ

の
病
気
見
舞
い
に
方
丈
へ
参
集
し
た
人
び
と
に
向
か
っ
て
ヴ
ィ
マ

ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
が
説
法
を
す
る
場
面
と
、
訪
れ
た
弟
子
達
と
問
答

を
す
る
場
面
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
浄
国
之
会
」
と
言
っ
て
い
る

の
は
浄
土
の
法
門
を
説
く
巷
羅
樹
園
の
場
面
の
こ
と
。

⑤
《
有
在
》
確
か
に
、
根
拠
を
も
っ
て
あ
る
こ
と
。
文
脈
に
ょ

よ
し

７

つ
て
は
「
在
有
り
」
と
読
め
る
ほ
ど
の
強
さ
を
持
つ
。

Ｇ
目
。
〕
届
）
一
名
不
可
思
議
解
脱

①

什
日
。
亦
名
三
昧
、
亦
名
神
足
。
或
令
脩
短
改
度
、
或
巨
細
相②

容
。
変
化
堕
忌
於
法
自
在
、
解
脱
鉦
噸
故
名
解
脱
。
能
者
能
然
物

④

不
知
所
以
、
故
日
不
思
議
。
亦
云
。
法
身
大
士
念
即
随
応
。
不
入

⑤

禅
定
然
後
能
也
。
心
得
自
在
、
不
為
不
能
所
縛
、
故
日
解
脱
也
。

若
直
明
法
空
則
乖
於
常
習
、
無
以
取
信
。
故
現
物
随
心
変
、
明
物

無
定
性
。
物
無
定
性
則
其
性
虚
実
。
菩
薩
得
其
無
定
故
、
令
物
随

⑥

心
転
、
則
不
思
議
乃
空
之
明
證
。
将
顕
理
宗
故
、
以
為
経
之
標
也
《

什
曰
く
。
亦
「
三
昧
」
と
名
づ
け
、
亦
「
神
足
」
と
名
づ
く
。

或
は
脩
短
を
し
て
度
を
改
め
し
め
、
或
は
巨
細
を
し
て
相
容
れ
し

む
。
変
化
意
に
随
ひ
、
法
に
於
て
自
在
な
り
。
解
脱
に
無
砿
な

る
が
故
に
「
解
脱
」
と
名
づ
く
。
能
く
す
れ
ば
能
く
然
る
も
、

ひ
と
び
と
物
所
以
を
知
ら
ず
。
故
に
「
不
思
議
」
と
日
ふ
。
亦
云
く
。
法

よ
る
し
き

身
の
大
士
は
、
念
即
ち
応
に
随
ふ
。
禅
定
に
入
り
て
、
然
る
後

に
能
く
す
る
に
あ
ら
ず
。
心
に
自
在
を
得
、
不
能
の
縛
す
る
所
と

為
ら
ざ
る
が
故
に
「
解
脱
」
と
日
ふ
。
若
し
直
ち
に
法
空
を
明
か

つ
ね
な
ら
ひ

さ
ば
、
則
ち
常
の
習
に
乖
き
、
以
て
信
を
取
る
こ
と
無
け
ん
。

故
に
、
物
の
、
心
に
随
ひ
変
ず
る
こ
と
を
現
し
て
、
物
に
定
性

無
き
こ
と
を
明
か
す
。
物
に
定
性
無
け
れ
ば
則
ち
其
の
性
は
虚

な
り
。
菩
薩
は
、
其
れ
に
定
［
性
］
無
き
が
故
に
、
物
を
し
て
心
に

随
ひ
て
転
ぜ
し
む
る
を
得
。
則
ち
不
思
議
な
る
は
乃
ち
空
の
明
證

し
る
し

な
り
。
将
に
理
宗
を
顕
さ
む
と
す
る
が
故
に
、
以
て
経
の
標
と

為
す
。①

《
或
令
脩
短
改
度
、
或
巨
細
相
容
》
『
維
摩
経
」
「
不
思
議

品
」
第
六
に
「
若
し
菩
薩
是
の
解
脱
に
住
せ
ば
、
須
彌
の
高
広

い

な
る
を
以
て
芥
子
の
中
に
内
る
る
も
増
減
す
る
所
無
く
、
須
彌

．
も
と
８

山
王
の
本
相
故
の
如
し
」
と
あ
り
、
ま
た
同
品
に
「
又
舎
利
弗
。

ね
が

或
は
衆
生
に
し
て
久
し
く
世
に
住
す
る
こ
と
を
楽
ふ
も
の
有
る
に

而
も
度
す
可
く
ん
ぱ
、
菩
薩
即
ち
七
日
を
延
べ
て
以
て
一
劫
と

お
も

為
し
、
彼
の
衆
生
を
し
て
之
を
一
劫
と
謂
は
し
む
。
或
は
衆
生
に

し
て
久
し
く
住
せ
ざ
る
を
楽
ふ
も
の
有
る
に
、
而
も
度
す
可
く
ん

。1
J」



ぱ
、
菩
薩
即
ち
一
劫
を
促
し
て
以
て
七
日
と
為
し
、
彼
の
衆
生

お
も
９

を
し
て
七
日
と
謂
は
し
む
」
と
あ
る
。
な
お
後
者
に
対
し
て
、
ク

マ
ー
ラ
ジ
ー
ヴ
ァ
は
本
耆
巻
六
で
「
或
者
亦
云
時
為
常
法
。
令
脩

短
改
度
。
示
不
常
也
・
」
（
目
閉
も
い
駕
・
）
と
註
し
て
い
る
。

②
《
物
》
ク
マ
ー
ラ
ジ
ー
ヴ
ァ
自
身
は
、
あ
る
い
は
こ
の
語
で

「
“
島
ぐ
巴
衆
生
、
有
情
」
を
意
味
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
か
も
知
れ

な
い
。
し
か
し
、
漢
文
と
し
て
は
「
世
間
の
人
び
と
」
あ
る
い
は

せ
い
ぜ
い
「
森
羅
万
象
」
の
意
味
に
は
な
り
得
て
も
、
仏
教
の
言

う
五
道
の
「
衆
生
」
の
意
味
を
こ
の
語
に
託
す
る
の
に
は
肌
か
無

理
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
人
び
と
」
と
訓
ん
で
お
く
。

③
《
法
身
大
士
》
『
大
乗
大
義
章
」
で
、
慧
遠
の
質
問
に
答
え

て
、
ク
マ
ー
ラ
ジ
ー
ヴ
ァ
は
委
曲
を
尽
く
し
て
法
身
の
説
明
を
し

て
い
る
。
例
え
ば
「
又
大
乗
法
中
、
無
決
定
分
別
是
生
身
是
法
身
。

所
以
者
何
。
法
相
畢
寛
清
浄
故
。
而
随
俗
分
別
、
菩
薩
得
無
生
法

忍
、
捨
肉
身
、
次
受
後
身
、
名
為
法
身
。
所
以
者
何
。
体
無
生
忍

力
、
無
諸
煩
悩
、
亦
不
取
二
乗
證
。
又
未
成
仏
、
於
其
中
間
、
所

受
之
身
、
名
為
法
性
生
身
」
（
「
大
義
章
』
で
巴
と
法
身
を
説
明
し
、

そ
の
上
で
、
法
身
の
菩
薩
に
つ
い
て
、
「
又
欲
界
色
界
衆
生
、
以

四
大
五
根
桂
格
、
不
得
自
在
。
乃
至
阿
羅
漢
辞
支
仏
、
心
雌
得
離

三
界
之
累
形
、
猶
未
勉
寒
熱
飢
渇
等
患
。
法
身
菩
薩
即
不
然
。
無

有
生
死
、
存
亡
自
在
、
随
所
変
現
、
無
所
里
礒
」
（
旨
丘
も
届
）

①
《
経
始
終
由
於
浄
国
》
冒
頭
に
諸
仏
の
浄
土
を
説
き
、
ま
た

末
尾
で
の
説
法
が
現
在
・
過
去
の
仏
土
に
因
ん
で
お
り
、
つ
ま
り

『
維
摩
経
」
が
一
経
を
貫
い
て
仏
国
土
の
建
立
・
菩
薩
行
の
問
題

を
採
り
上
げ
る
こ
と
を
言
う
。
な
お
玄
英
訳
は
此
の
品
名
を
「
序

品
」
と
し
て
い
る
。

と
述
べ
て
い
る
。

④
《
念
即
随
応
》
「
随
応
」
は
、
時
・
場
所
・
対
象
を
問
わ
ず
、

そ
の
状
況
に
相
応
し
く
対
応
す
る
こ
と
。

⑤
《
不
為
不
能
所
縛
》
本
書
巻
六
で
ク
マ
ー
ラ
ジ
ー
ヴ
ァ
は

「
夫
れ
、
為
さ
む
と
欲
し
て
能
は
ず
ん
ぱ
、
則
ち
縛
と
為
す
。
念

に
応
じ
て
即
ち
解
脱
を
成
じ
、
能
は
ざ
る
こ
と
無
き
を
名
づ
け
て

Ⅱ

解
脱
と
為
す
」
と
説
明
し
て
い
る
。

⑥
《
理
宗
》
本
書
巻
七
で
ク
マ
ー
ラ
ジ
ー
ヴ
ァ
は
、
経
文
「
畢

克
空
寂
舎
」
に
註
す
る
中
で
「
空
を
理
宗
と
為
し
、
以
て
常
宅
と

為
す
」
と
言
っ
て
い
る
。

（
悶
殴
》
巳
）
仏
国
品
第
一

①

什
日
。
経
始
終
由
於
浄
国
。
故
以
仏
国
冠
於
篇
也
。

什
曰
く
。
経
の
始
終
は
浄
国
に
由
る
が
故
に
、
「
仏
国
」
を
以

て
篇
に
冠
す
る
な
り
。

旬0
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（
闇
駛
ゞ
届
）
我
聞

什
日
。
若
不
言
聞
則
是
我
自
有
法
。
我
自
有
法
則
情
有
所
執
。

情
有
所
執
諄
乱
必
興
。
若
言
我
聞
則
我
無
法
則
無
所
執
。
得
失
是

非
帰
於
所
聞
。
我
既
無
執
彼
亦
無
競
。
無
執
無
競
諄
何
由
生
。
又

①

云
・
愛
有
二
種
。
一
五
欲
愛
。
二
法
愛
。
外
道
出
家
能
断
欲
愛
不

断
法
愛
。
故
情
有
所
執
。
仏
弟
子
兼
除
二
愛
。
法
愛
既
尽
執
競
都

②

息
。
経
始
称
我
聞
存
於
此
也
。

什
曰
く
。
若
し
「
聞
」
と
言
は
ず
ん
ば
、
則
ち
是
れ
我
れ
自

二
二
ろ

ら
に
法
有
り
。
我
れ
自
ら
に
法
有
ら
ぱ
、
則
ち
情
に
執
す
る

所
有
り
。
情
に
執
す
る
所
有
ら
ば
、
評
乱
必
ず
興
る
。
若
し

「
我
聞
」
と
言
は
ば
、
則
ち
我
れ
に
法
無
く
、
則
ち
執
す
る
所

無
け
ん
。
得
失
・
是
非
は
聞
く
所
に
帰
す
。
我
れ
に
既
に
執
す
る

こ
と
無
け
れ
ば
、
彼
れ
も
亦
競
ふ
こ
と
無
し
。
執
す
る
無
く
、
競

ふ
こ
と
無
け
れ
ば
、
評
ひ
、
何
に
由
り
て
か
生
ぜ
む
。
又
云
く
。

愛
に
二
種
有
り
。
一
に
は
五
欲
の
愛
、
二
に
は
法
の
愛
な
り
。

外
道
の
出
家
は
能
く
欲
愛
を
断
ず
れ
ど
も
、
法
愛
を
断
ぜ
ず
。
故

に
、
情
に
執
す
る
所
有
り
。
仏
弟
子
は
兼
ね
て
二
の
愛
を
除
く
。

と
も
や

法
愛
既
に
尽
く
れ
ば
、
執
す
る
と
競
ふ
と
都
に
息
む
。
経
の
始

に
「
我
聞
」
と
称
す
る
は
、
此
に
存
す
る
な
り
。

①
《
法
愛
》
修
行
に
よ
っ
て
得
た
自
ら
の
境
地
に
対
し
て
生
じ
（
闇
貯
》
陰
）
一
時

る
愛
着
の
心
を
「
法
愛
」
と
言
う
。
ク
マ
ー
ラ
ジ
ー
ヴ
ァ
は
、

『
大
乗
大
義
章
』
で
は
「
又
言
尚
無
法
中
之
愛
者
、
謂
無
凡
夫
二

乗
法
中
之
愛
。
所
以
者
何
。
菩
薩
出
過
二
地
故
。
如
須
陀
・
知
一

切
法
無
常
苦
患
、
即
不
生
愛
、
若
心
不
在
道
、
即
有
所
愛
。
又
如

羅
漢
於
一
切
中
無
所
愛
、
於
仏
法
中
而
有
所
愛
。
」
（
「
大
義
章
』
も

巨
）
と
説
明
す
る
。

②
《
我
聞
》
経
の
冒
頭
の
「
如
是
我
聞
」
に
関
し
て
は
、
古
来

鯵
し
い
議
論
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
『
大
智
度

論
』
で
も
「
如
是
我
聞
一
時
」
の
一
句
に
関
し
て
だ
け
で
第
一
巻

の
半
ば
か
ら
第
二
巻
に
か
け
て
、
極
め
て
広
範
な
議
論
を
展
開
す

る
。
し
か
し
こ
こ
で
ク
マ
ー
ラ
ジ
ー
ヴ
ァ
が
註
す
る
よ
う
な
説
明

の
仕
方
は
余
所
に
見
ら
れ
な
い
。
関
連
し
た
も
の
と
し
て
「
大
智

度
論
」
に
「
復
次
、
若
人
著
無
我
相
、
言
是
実
余
妄
語
。
是
人
応

難
、
汝
一
切
法
実
相
無
我
、
云
何
言
如
是
我
聞
。
今
諸
仏
弟
子
一

切
法
空
無
所
有
。
是
中
心
不
著
亦
不
言
著
諸
法
実
相
。
何
況
無
我

法
中
心
著
。
以
是
故
不
応
難
言
何
以
説
我
」
（
目
閉
も
め
台

甲
巨
）
と
あ
る
一
節
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
な
く
も
な
い
が
、
こ

れ
も
今
の
ク
マ
ー
ラ
ジ
ー
ヴ
ァ
の
説
明
と
は
重
点
が
ず
れ
る
よ
う

で
あ
る
。

りり
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①
《
毘
耶
離
》
ガ
ン
タ
ク
河
左
岸
に
位
置
す
る
大
都
市
ヴ
ァ
イ

シ
ャ
ー
リ
Ｉ
（
ぐ
騨
勵
ヨ
く
の
出
冒
）
の
こ
と
。
ブ
ッ
ダ
の
時
代
に
は

リ
ッ
チ
ャ
ビ
族
の
本
拠
地
と
し
て
、
貿
易
・
商
業
の
中
心
地
で
あ

っ
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
で
、
《
《
ぐ
巴
断
可
》
に
つ
い
て
ク
マ
ー
ラ

ジ
ー
ヴ
ァ
が
こ
こ
で
な
し
て
い
る
語
源
解
釈
に
は
い
さ
さ
か
無
理

が
あ
る
。
※
く
泳
巴
亀
己
、
凹
四
￥
は
確
か
に
「
広
漠
と
し
た
、
大
き
な
、

偉
大
な
」
と
い
う
意
味
の
語
で
あ
る
が
、
「
稲
」
は
却
っ
て
「
耶

離
（
断
冒
吻
呂
と
の
方
で
あ
っ
て
、
決
し
て
「
毘
（
ぐ
巴
‐
３
‐
）
」

に
「
稲
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
を
知
ら
な
い
中
国
人
相
手
に
、
分
か
り
易
く
、
と
い
っ
た
と
こ

ろ
か
？
そ
れ
に
し
て
も
、
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
ー
リ
Ｉ
と
言
え
ば
、
ブ

く
に
さ
た

什
曰
く
。
仏
の
所
在
の
方
を
拠
む
な
り
。
「
毘
」
は
［
泰
に

は
］
「
稲
」
と
言
ふ
。
土
の
宜
し
き
所
な
り
。
「
耶
離
」
は
「
広

厳
」
と
言
ふ
。
其
の
地
、
平
広
に
し
て
荘
厳
た
り
。

（
闇
昏
〉
恩
）
仏
在
毘

什
日
。
拠
仏
所
在
圭

厳
、
其
地
平
広
荘
厳
。

什
日
。
説
経
時
也
。

什
曰
く
。
経
を
説
く
時
な
り

恩
）
仏
在
毘
耶
離

一
拠
仏
所
在
方
也
。
毘
言
稲
、
土
之
所
宜
也
。
耶
離
言
広

①
《
篭
羅
樹
園
》
「
篭
羅
樹
」
は
マ
ン
ゴ
ー
の
こ
と
。
学
名

』
昏
侭
等
ミ
ミ
忌
曾
ゥ
ル
シ
科
の
常
緑
高
木
。
樹
高
一
○
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
に
な
る
。
樹
木
の
説
明
は
さ
て
お
き
、
前
段
に
続
い
て
、

こ
こ
で
も
ク
マ
ー
ラ
ジ
ー
ヴ
ァ
の
註
釈
の
姿
勢
が
問
わ
れ
る
。
番

羅
樹
園
と
言
え
ば
、
ブ
ッ
ダ
が
最
後
の
旅
の
途
上
、
ヴ
ァ
イ
シ

ャ
ー
リ
ー
を
訪
れ
た
際
に
、
当
地
の
高
級
遊
女
ア
ン
バ
パ
ー
リ
ー

よ
り
寄
進
を
受
け
た
園
で
あ
る
。
そ
の
時
の
経
緯
は
ロ
尻

尽
き
§
ミ
ミ
尽
冒
員
‐
匂
ミ
ミ
ミ
国
に
詳
し
い
が
、
我
わ
れ
に
は
無
視

す
る
に
は
余
り
に
も
重
要
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

中
国
に
、
全
く
の
異
文
化
で
あ
る
イ
ン
ド
の
文
献
を
紹
介
す
る
に

ｑ

（
闇
學
〉
ご
蓄
羅
樹
園

什
日
。
番
羅
樹
其
果
似
桃
而
非
桃
也
。

什
曰
く
。
篭
羅
（
自
己
“
）
樹
は
、
其
の
果
桃
に
似
て
桃
に

非
ざ
る
な
り
。

シ
ダ
に
ち
な
ん
で
様
ざ
ま
な
事
跡
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
し
、

さ
ら
に
ブ
ッ
ダ
の
滅
後
、
十
事
の
非
法
が
主
張
さ
れ
た
舞
台
、
第

二
結
集
の
な
さ
れ
た
都
市
で
も
あ
る
。
そ
れ
ら
の
こ
と
を
一
切
紹

介
し
な
い
ク
マ
ー
ラ
ジ
ー
ヴ
ァ
の
註
釈
の
姿
勢
を
我
わ
れ
は
ど
の

よ
う
に
考
え
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
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当
た
っ
て
、
地
誌
的
歴
史
的
な
情
報
、
そ
こ
に
生
き
て
い
る
生
身

の
人
間
の
情
報
を
抜
き
に
し
て
、
十
全
な
伝
達
が
為
し
得
る
と
は

考
え
ら
れ
な
い
。
あ
る
い
は
上
記
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
紹
介
す
る
ま

で
も
な
く
広
く
知
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
な
の
か
。
確
か
に
、

僧
肇
は
こ
の
箇
所
に
註
す
る
中
で
、
ク
マ
ー
ラ
ジ
ー
ヴ
ァ
の
な
し

た
註
を
繰
り
返
し
た
後
「
先
言
奈
氏
事
在
他
経
」
と
註
し
て
お
り

（
奈
氏
Ⅱ
シ
ョ
冨
圖
巳
、
こ
の
園
の
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
尚
更
、
そ
も
そ
も

「
土
地
の
肥
え
た
（
豊
か
な
）
広
び
る
と
し
た
都
市
に
あ
る
、
桃

に
似
た
実
を
つ
け
る
樹
木
の
繁
茂
し
た
園
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

強
調
す
る
こ
と
で
、
「
維
摩
経
」
が
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
ー
リ
Ｉ
の
篭
羅

樹
園
に
舞
台
を
設
定
し
た
意
味
が
伝
え
ら
れ
る
と
は
と
て
も
思
え

な
い
の
だ
が
。

（
隠
學
〉
ｅ
與
大
比
丘
衆
八
千
人
倶

①別
本
云
。
摩
訶
比
丘
僧
八
千
人
倶
。
什
日
。
共
聞
経
人
也
。
挙

②
③

時
方
人
三
事
、
以
證
其
所
聞
也
。
摩
訶
秦
言
大
、
亦
言
勝
、
亦
言

④

多
。
於
一
切
衆
中
最
上
。
天
人
所
宗
故
言
大
。
能
勝
九
十
六
種
論

⑤

議
故
言
勝
。
其
数
八
千
故
言
多
。
比
丘
秦
言
破
煩
悩
、
亦
言
乞
士
。

⑥
除
五
種
邪
命
、
養
法
身
故
言
乞
士
。
比
丘
菩
薩
不
合
数
者
、
以
比

⑦
⑧

丘
尽
是
肉
身
、
菩
薩
多
是
法
身
、
身
異
故
。
若
肉
身
菩
薩
、
未
正

⑧

位
取
證
、
心
異
故
。
以
二
因
縁
、
比
丘
菩
薩
不
合
説
也
。
所
以
先

⑩

羅
漢
後
菩
薩
者
、
人
謂
菩
薩
未
尽
諸
漏
、
智
慧
未
具
。
羅
漢
三
漏

既
尽
、
智
慧
成
就
。
随
人
情
所
推
、
以
為
先
後
耳
。

別
本
に
云
く
、
「
摩
訶
比
丘
僧
八
千
人
倶
」
と
。
什
曰
く
。
共

に
経
を
聞
く
人
な
り
。
時
と
方
と
人
と
の
三
事
を
挙
げ
て
、
以
て

其
の
所
聞
を
證
す
る
な
り
。
「
摩
訶
（
昌
四
扇
）
」
を
秦
に
は
「
大
」

と
言
ひ
、
亦
「
勝
」
と
言
ひ
、
亦
「
多
」
と
言
ふ
。
一
切
衆
中
に

た
つ
と

於
て
最
上
に
し
て
、
天
・
人
の
宗
ぶ
所
な
る
が
故
に
「
大
」
と

言
ふ
。
能
く
九
十
六
種
の
論
議
に
勝
る
が
故
に
「
勝
」
と
言
ふ
。

其
の
数
八
千
な
る
が
故
に
「
多
」
と
言
ふ
。
「
比
丘
（
９
房
目
）
」

は
秦
に
は
「
破
煩
悩
」
と
言
ひ
、
亦
「
乞
士
」
と
言
ふ
。
五
種
の

邪
命
を
除
き
、
法
身
を
養
ふ
が
故
に
「
乞
士
」
と
言
ふ
。
比
丘
と

菩
薩
と
合
は
せ
数
へ
ざ
る
は
、
比
丘
は
尽
く
是
れ
肉
身
に
し
て
、

補
註
＊

菩
薩
は
多
く
是
れ
法
身
な
れ
ば
、
身
異
な
る
が
故
を
以
て
な
り
。

若
し
、
肉
身
の
菩
薩
に
し
て
、
未
だ
正
位
に
證
を
取
ら
ず
と
も
、

心
異
な
る
が
故
な
り
。
二
の
因
縁
を
以
て
、
比
丘
と
菩
薩
と
合

は
せ
説
か
ざ
る
な
り
。
［
阿
］
羅
漢
を
先
に
し
、
菩
薩
を
後
に
す
る

所
以
は
、
人
「
菩
薩
は
未
だ
諸
も
る
の
漏
を
尽
く
さ
ず
、
智
慧

未
だ
具
せ
ざ
る
に
、
［
阿
］
羅
漢
は
三
漏
既
に
尽
き
、
智
慧
成
就

す
」
と
謂
へ
ぱ
な
り
。
人
の
情
の
推
す
所
に
随
ひ
て
、
以
て
先
後

と
為
す
の
み
。
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①
《
別
本
云
》
「
別
本
」
に
つ
い
て
は
古
来
諸
説
あ
る
が
、
か

っ
て
は
多
く
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
の
こ
と
と
し
、
し
た
が
っ
て

「
別
本
云
」
は
、
本
来
ク
マ
ー
ラ
ジ
ー
ヴ
ァ
の
講
述
し
た
内
容
に

２

含
ま
れ
る
も
の
と
さ
れ
た
。
し
か
し
近
年
、
木
村
宣
彰
氏
が
「
別

本
」
を
「
維
摩
詰
所
説
経
」
翻
訳
以
前
の
、
ク
マ
ー
ラ
ジ
ー
ヴ
ァ

自
身
の
草
稿
訳
で
あ
る
「
毘
摩
羅
詰
経
」
と
看
倣
す
説
を
提
唱
し

３

て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
部
分
は
支
謙
訳
に
は
「
與
大
比
丘
衆

倶
比
丘
八
千
」
と
あ
る
。

②
《
時
方
人
三
事
》
「
時
」
は
「
一
時
」
、
「
方
」
は
「
在
毘
耶

離
巷
羅
樹
園
」
、
「
人
」
は
「
與
大
比
丘
衆
八
千
人
倶
」
。

③
《
摩
訶
秦
言
大
、
亦
言
勝
亦
言
多
。
於
一
切
衆
中
最
上
。

天
人
所
宗
故
言
大
。
能
勝
九
十
六
種
論
議
故
言
勝
。
其
数
八
千
故

言
多
。
》
「
大
智
度
論
」
巻
三
に
ほ
ぼ
平
行
し
た
説
明
が
あ
り
、

「
摩
訶
秦
言
大
、
或
多
、
或
勝
。
云
何
大
。
一
切
衆
中
最
上
故
、

一
切
障
磯
断
故
、
天
王
等
大
人
恭
敬
故
、
是
名
為
大
。
云
何
多
。

数
至
五
千
故
名
多
。
云
何
勝
。
一
切
九
十
六
種
道
論
議
能
破
故
名

勝
。
」
（
目
謡
も
囹
乞
と
い
う
。

④
《
九
十
六
種
論
議
》
古
代
イ
ン
ド
に
於
け
る
仏
教
以
外
の
思

想
／
宗
教
を
総
称
し
た
表
現
。
異
説
が
多
い
が
、
『
薩
婆
多
毘
尼

毘
婆
沙
』
第
五
に
よ
る
と
、
六
師
外
道
の
各
師
に
十
五
種
の
教
え

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
え
を
弟
子
一
人
一
人
に
授
け
る
。
す
る

と
師
の
見
解
と
合
わ
せ
て
各
師
に
十
六
種
の
見
解
が
あ
る
こ
と
に

な
り
、
六
師
外
道
す
べ
て
で
計
九
十
六
種
と
な
る
と
説
明
し
て
い

る
（
目
困
も
、
闇
ｇ
）
。

⑤
《
比
丘
》
「
比
丘
（
匡
時
目
）
」
の
語
義
解
釈
は
「
大
智
度

論
」
巻
三
に
詳
し
く
、
そ
こ
で
は
比
丘
に
「
乞
士
」
「
破
煩
悩
」

「
出
家
人
」
「
浄
持
戒
」
「
怖
魔
」
の
五
義
が
あ
る
と
し
て
い
る

（
目
囲
）
弓
ご
・
‐
９
画
）
。
「
乞
士
」
以
外
は
、
い
ず
れ
も
現
代
の

言
語
学
に
基
づ
い
た
理
解
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
こ

う
い
う
解
釈
を
施
し
て
教
相
を
定
め
て
い
く
姿
勢
は
既
に
早
く
か

ら
イ
ン
ド
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

⑥
《
五
種
邪
命
》
『
大
智
度
論
」
巻
十
九
に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、

そ
こ
で
は
、
利
養
の
た
め
に
、
仙
詐
っ
て
奇
特
を
現
し
、
②
自
分

の
功
徳
を
自
慢
し
、
③
吉
凶
を
占
い
、
側
声
高
に
威
し
て
畏
れ
さ

せ
、
⑤
得
た
供
養
物
を
誉
め
て
人
心
を
惑
わ
す
こ
と
、
と
さ
れ
て

い
る
（
号
昼
も
．
巴
嚴
）
。

⑦
《
菩
薩
多
是
法
身
》
宙
目
。
．
５
）
の
下
の
ノ
ー
ト
③
《
法

身
大
士
》
の
説
明
を
見
よ
。

⑧
《
未
正
位
取
證
》
正
位
に
つ
い
て
は
ク
マ
ー
ラ
ジ
ー
ヴ
ァ
自

身
が
本
書
巻
七
で
、
「
苦
法
忍
よ
り
羅
漢
に
至
る
と
、
無
生
［
法

４

忍
］
よ
り
仏
に
至
る
を
皆
正
位
と
名
づ
く
」
と
註
し
て
い
る
。
「
苦

法
忍
よ
り
羅
漢
」
は
、
見
道
第
一
刹
那
と
、
そ
れ
以
後
の
聖
者
の

』虞
JU



境
地
、
「
無
生
［
法
忍
］
よ
り
仏
」
は
、
（
菩
薩
地
と
の
関
係
で
古
来

諸
説
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
）
無
生
法
忍
を
得
た
菩
薩
か
ら

仏
ま
で
の
境
地
。
今
の
文
脈
で
は
、
「
未
だ
無
生
法
忍
を
得
て
い

５

な
い
生
身
の
菩
薩
で
も
」
と
い
う
意
味
。

⑨
《
先
羅
漢
後
菩
薩
》
経
典
で
先
ず
比
丘
八
千
人
を
説
き
、
次

い
で
菩
薩
三
万
二
千
人
を
説
く
そ
の
序
次
の
理
由
を
説
明
す
る
。

『
大
智
度
論
」
巻
四
の
冒
頭
に
同
じ
議
論
が
あ
り
、
「
菩
薩
雛
応

次
仏
、
以
諸
煩
悩
未
尽
故
、
先
説
阿
羅
漢
。
諸
阿
羅
漢
智
慧
錐
少

而
已
成
熟
、
諸
菩
薩
智
慧
雛
多
而
煩
悩
未
尽
。
是
故
先
説
阿
羅

漢
・
」
（
目
韻
も
霞
。
）
と
、
ほ
ぼ
平
行
し
た
説
明
を
す
る
が
、

こ
れ
を
「
随
人
情
所
推
」
と
は
説
明
し
て
い
な
い
。

⑩
《
三
漏
》
欲
漏
、
有
漏
、
無
明
漏
の
三
。
「
漏
」
は
煩
悩
の

異
名
で
、
煩
悩
を
三
種
に
分
類
し
た
も
の
。
す
な
わ
ち
、
欲
界
の

無
明
以
外
の
総
て
の
煩
悩
が
欲
漏
。
色
界
・
無
色
界
の
無
明
以
外

の
総
て
の
煩
悩
が
有
漏
（
９
ｍ
乱
の
国
く
印
の
訳
で
、
無
漏
に
対
す

る
有
漏
（
闘
い
国
ぐ
ぃ
）
で
は
な
い
）
。
三
界
の
無
明
が
無
明
漏
で
あ

る
。

註
う
ま
ど
し

１
僧
肇
が
『
注
維
摩
経
」
の
序
に
、
「
弘
始
八
年
（
さ
巴
、
歳
鶉
火

や
ど

に
次
れ
る
を
以
て
、
常
山
公
、
右
将
軍
安
成
侯
に
命
じ
、
義
学
の
沙

門
千
二
百
人
と
、
長
安
の
大
寺
に
於
て
、
羅
什
法
師
に
請
ひ
て
正
本

を
重
訳
せ
し
む
」
（
「
以
弘
始
八
年
歳
次
鶉
火
、
命
大
将
軍
常
山
公
、

右
将
軍
安
成
侯
與
義
学
沙
門
千
二
百
人
、
於
長
安
大
寺
、
諸
羅
什
法

師
、
重
訳
正
本
・
」
目
駕
も
．
馬
弓
）
と
記
し
て
い
る
の
も
強
ち
誇

張
で
は
な
い
ら
し
く
、
例
え
ば
慧
観
の
「
法
華
宗
要
序
」
に
は
「
秦

の
弘
始
八
年
夏
、
長
安
の
大
寺
に
於
て
、
閃
方
の
義
学
沙
門
二
千
余

人
を
集
め
、
更
め
て
斯
の
経
を
川
し
、
衆
と
詳
究
せ
り
。
什
自
ら
手

に
胡
経
を
執
り
口
に
秦
語
に
訳
す
ｏ
」
（
「
秦
弘
始
八
年
夏
、
於
長
安

大
寺
、
集
四
方
義
学
沙
門
二
千
余
人
、
更
出
斯
経
與
衆
詳
究
。
什
自

手
執
胡
経
口
訳
秦
語
。
」
「
出
三
蔵
記
集
」
巻
八
、
目
閉
も
則
ご

と
あ
り
、
僧
叡
の
「
思
益
経
序
」
に
は
「
又
、
玄
旨
を
披
釈
す
る
を

蒙
り
て
、
大
帰
を
句
下
に
暁
せ
り
。
時
に
諮
悟
の
僧
二
千
余
人
な

り
」
（
「
又
蒙
披
釈
玄
旨
、
暁
大
帰
於
句
下
。
干
時
諮
悟
之
僧
二
千
余

人
。
」
号
己
．
も
閉
四
）
な
ど
と
あ
る
。

２
横
超
慧
日
氏
は
？
…
・
中
国
の
仏
教
思
想
史
の
上
で
、
鳩
摩
羅
什

の
生
涯
に
、
最
後
の
十
年
間
の
活
動
が
な
か
っ
た
と
き
、
そ
の
後
の

六
朝
仏
教
は
ど
ん
な
に
変
わ
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
随
・
唐
時
代

の
、
完
全
に
国
民
的
体
質
へ
消
化
し
た
力
強
い
仏
教
信
仰
も
起
こ
ら

な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
」
［
横
超
届
駕
も
〕
ら
］
と
述
べ
、
鎌

田
茂
雄
氏
は
「
こ
の
た
め
四
○
一
年
か
ら
九
年
に
か
け
て
の
長
安
の

仏
教
界
は
羅
什
一
色
で
ぬ
り
つ
ぶ
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
」
［
鎌
田
ら
器
も
路
と
、
「
か
く
し
て
後
秦
の
眺
興
に
よ
っ
て

支
持
さ
れ
た
羅
什
教
団
は
分
散
し
た
が
、
そ
の
訳
出
さ
れ
た
経
論
は

中
国
仏
教
史
の
上
に
不
滅
の
光
芒
を
放
ち
な
が
ら
研
究
講
説
さ
れ
た

の
で
あ
る
」
（
号
匡
も
獣
ご
と
記
す
。

３
干
潟
龍
祥
氏
が
、
［
干
潟
ら
別
］
に
お
い
て
、
「
大
智
度
論
』
中

の
ク
マ
ー
ラ
ジ
ー
ヴ
ァ
の
「
加
筆
変
改
し
た
部
分
」
を
精
査
し
分
析
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し
て
い
る
。
ま
た
、
横
超
惹
日
氏
は
、
「
彼
（
Ⅱ
ク
マ
ー
ラ
ジ
ー
ヴ

ァ
）
は
根
本
の
趣
旨
を
通
し
て
明
瞭
な
ら
し
め
る
こ
と
を
第
一
と
し

た
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
は
、
自
己
の
識
見
と
学
識
を
侍
ん
で
、
あ

え
て
原
文
を
取
捨
す
る
こ
と
さ
え
悼
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
す
で

に
取
捨
す
る
の
が
態
度
で
あ
っ
た
。
煩
重
を
Ⅲ
略
し
た
だ
け
で
な

く
、
ま
た
解
説
の
た
め
に
自
身
の
見
解
を
混
入
し
付
加
し
た
こ
と
も
、

当
然
考
え
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
そ
の
例
は
智
度
論
を
は
じ
め
そ
の
他

の
経
論
の
中
に
相
当
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
と
想
像
さ
れ
る
。
」
［
横

超
ら
ご
↓
層
巨
や
巴
と
述
べ
る
。

４
例
え
ば
、
智
顎
（
閉
中
＄
己
の
思
想
体
系
の
根
幹
を
な
す
十
界

互
具
や
一
念
三
千
の
思
想
は
、
そ
の
後
の
中
国
仏
教
の
教
学
に
甚
大

な
る
影
響
を
与
え
、
そ
の
礎
を
築
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も

「
十
如
是
」
と
い
う
概
念
な
し
に
は
成
り
立
た
な
い
。
よ
し
類
似
の

思
想
を
構
想
し
得
た
と
し
て
も
、
そ
の
表
現
は
全
く
異
な
っ
た
も
の

に
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

５
『
慧
遠
研
究
遺
文
篇
』
は
５
３
年
、
『
慧
遠
研
究
研
究
篇
』

は
る
忠
年
に
、
そ
れ
ぞ
れ
創
文
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
と
り
わ
け

後
者
に
は
、
横
超
慧
日
氏
の
優
れ
た
『
大
乗
大
義
章
」
研
究
が
収
め

ら
れ
て
い
る
と
は
言
え
（
「
大
乗
大
義
章
研
究
序
説
」
）
、
慧
速
の
研

究
と
い
う
書
物
自
体
の
性
格
上
、
直
接
的
に
ク
マ
ー
ラ
ジ
ー
ヴ
ァ
の

思
想
に
肉
薄
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
当
時
の
中
叫
の
仏
教

思
想
の
状
況
を
知
る
上
で
極
め
て
貴
重
な
成
果
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
あ
る
い
は
、
横
超
・
諏
訪
共
著
に
な
る
「
人
物
中

国
の
仏
教
羅
什
』
（
己
路
）
は
、
ク
マ
ー
ラ
ジ
ー
ヴ
ァ
の
伝
記
と

し
て
も
、
ま
た
彼
の
属
し
た
時
代
の
西
域
の
仏
教
事
情
の
究
明
と
い

う
点
か
ら
も
極
め
て
優
れ
た
成
果
を
挙
げ
て
い
る
が
、
や
は
り
ク

マ
ー
ラ
ジ
ー
ヴ
ァ
そ
の
人
の
仏
教
思
想
の
解
明
は
今
後
に
俟
た
れ
て

い
る
。

６
日
．
辰
》
写
訊
學
「
是
時
仏
告
舎
利
弗
。
有
国
名
妙
喜
、
仏
号
無

動
。
是
維
摩
詰
於
彼
国
没
而
来
生
此
。
」

７
「
大
正
』
が
底
本
と
し
た
宗
教
大
学
蔵
本
は
「
有
し
在
」
と
し
て

い
る
。
な
お
「
在
」
の
字
に
『
玉
篇
」
が
「
ヨ
シ
」
の
訓
み
を
与
え

て
い
る
（
「
日
本
大
玉
篇
』
、
博
文
舘
、
明
治
二
○
年
に
「
イ
マ
ス
・

ア
リ
・
ア
キ
ラ
カ
・
オ
ク
・
ナ
ガ
ラ
ヘ
ル
・
ヨ
シ
・
ト
コ
ロ
・
ア

ル
」
と
あ
る
）
。
ま
た
、
こ
の
熟
字
の
み
な
ら
ず
、
中
国
語
に
関
し

て
多
く
の
貴
重
な
ご
教
示
を
早
稲
田
大
学
の
森
山
秀
二
さ
ん
に
仰
い

だ
。
た
だ
し
、
本
論
中
の
筆
者
の
勝
手
読
み
、
誤
解
等
に
つ
い
て
は
、

も
ち
ろ
ん
責
は
す
べ
て
筆
者
に
あ
る
。

８
号
丘
も
．
置
字
「
若
菩
薩
住
是
解
脱
者
、
以
須
彌
之
高
広
内
芥

子
中
、
無
所
増
減
、
須
彌
川
王
本
相
如
故
・
」

９
忌
匡
》
や
置
胃
「
又
舎
利
弗
。
或
有
衆
生
楽
久
住
世
Ⅲ
可
度
者
、

菩
薩
即
延
七
日
以
為
一
劫
、
令
彼
衆
生
調
之
一
劫
。
或
有
衆
生
不
楽

久
住
而
可
度
者
、
菩
薩
即
促
一
劫
以
為
七
日
、
令
彼
衆
生
詔
之
七

日
。
」

皿
目
路
も
．
路
浮
「
夫
欲
為
而
不
能
則
為
縛
也
。
応
念
即
成
解
脱
、

無
不
能
名
為
解
脱
。
」

皿
旨
旦
も
．
患
淫
「
空
為
理
宗
。
以
為
常
宅
也
。
」

吃
例
え
ば
橋
本
芳
契
氏
は
、
「
：
…
・
現
行
註
維
摩
に
お
い
て
、
諸
帥

の
説
が
あ
げ
ら
れ
る
順
序
が
一
応
、
羅
什
Ｉ
僧
肇
ｌ
道
生
と
な
っ
て

い
る
が
、
内
容
的
に
見
て
先
出
さ
る
べ
き
羅
什
説
が
僧
肇
説
に
お
く

れ
た
場
合
も
あ
り
、
こ
と
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
（
そ
れ
を
「
梵

本
」
と
し
て
指
摘
し
た
の
は
二
六
回
、
「
別
本
」
と
し
て
指
示
し
た
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の
は
二
四
回
で
あ
る
）
の
こ
と
に
言
及
す
る
場
合
に
か
ぎ
り
、
僧
肇

説
先
出
、
羅
什
説
後
記
で
あ
っ
て
、
「
肇
説
」
の
直
後
、
「
什
説
」
の

当
初
に
そ
の
句
が
出
で
、
と
き
に
そ
う
し
た
部
分
が
羅
什
説
単
掲
の

こ
と
が
多
い
か
ら
、
そ
れ
は
本
来
、
羅
什
説
内
の
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
」
［
橋
本
ら
ｇ
】
弓
ご
？
巨
］
と
述
べ
る
。
（
た

だ
し
、
引
用
文
中
「
梵
本
」
を
二
六
回
、
「
別
本
」
を
二
四
回
と
す

る
の
は
橋
本
氏
の
数
え
間
違
い
で
、
「
梵
本
」
は
二
八
回
、
「
別
本
」

は
二
七
回
現
れ
る
。
）

昭
「
維
摩
経
』
は
都
合
六
回
に
わ
た
っ
て
中
国
語
に
翻
訳
さ
れ
た
と

伝
え
ら
れ
、
そ
の
中
、
ク
マ
ー
ラ
ジ
ー
ヴ
ァ
以
前
に
翻
訳
さ
れ
た
も

の
と
し
て
は
、
現
存
す
る
呉
の
支
那
の
翻
訳
二
仏
説
維
嘩
経
」
二

巻
）
以
外
に
も
、
今
は
失
わ
れ
て
い
る
が
、
後
漢
の
厳
仏
洲
の
訳

（
「
維
摩
経
』
二
巻
）
、
西
晋
の
ダ
ル
マ
ラ
ク
シ
ャ
ｅ
冨
罠
目
四
‐

国
富
更
竺
法
護
）
の
訳
二
維
摩
詰
所
説
法
門
経
』
一
巻
）
、
同
じ
く

西
晋
の
竺
叔
蘭
の
訳
（
『
毘
摩
羅
詰
経
』
三
巻
）
、
さ
ら
に
東
晋
の

ギ
ー
タ
ミ
ト
ラ
（
９
国
冒
旨
ミ
祇
多
蜜
）
の
訳
二
維
摩
詰
経
』
四

巻
）
の
計
五
訳
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
こ
れ
に
つ
い
て
は
境

野
黄
洋
氏
が
批
判
的
に
考
察
し
、
実
在
し
た
の
は
一
支
二
竺
（
支

訓
・
竺
法
護
・
竺
叔
蘭
）
の
三
訳
の
み
で
あ
り
、
し
か
も
ダ
ル
マ
ラ

ク
シ
ャ
訳
は
支
謙
訳
の
改
訳
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
［
境
野
ら
圏
．

。
。
届
‐
色
。
こ
れ
を
受
け
て
大
鹿
実
秋
氏
は
、
『
注
維
摩
詰
経
」

の
「
別
本
」
を
竺
叔
蘭
訳
の
『
毘
摩
羅
詰
経
』
三
巻
で
あ
る
と
断
じ
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
精
細
な
議
論
を
展
開
し
て
い
る
［
大
鹿
ら
器
〉

弓
ｇ
甲
呂
と
。
し
か
し
、
「
別
本
云
」
を
大
鹿
氏
の
言
う
よ
う
に

「
肇
日
」
に
含
め
て
読
む
こ
と
の
困
難
な
箇
所
が
多
多
あ
る
こ
と
も

事
実
で
あ
る
。
そ
こ
で
木
村
氏
は
、
「
別
本
」
を
ク
マ
ー
ラ
ジ
ー
ヴ

ァ
の
別
時
の
翻
訳
、
つ
ま
り
「
維
摩
詰
所
説
経
』
翻
訳
以
前
の
草
槁

訳
で
あ
る
「
毘
摩
羅
詰
経
』
と
看
倣
す
説
を
立
て
、
極
め
て
魅
力
的

な
説
得
力
の
あ
る
議
論
を
展
開
し
て
い
る
［
木
村
ら
駅
］
。
と
も

あ
れ
本
論
で
は
「
別
本
云
」
と
「
什
Ｈ
」
と
を
連
続
し
て
提
示
す
る

こ
と
と
し
た
。

皿
目
鵠
も
患
母
「
苦
法
忍
至
羅
漢
、
無
生
至
仏
、
皆
名
正
位

也
・
」

妬
た
だ
し
、
「
無
生
法
忍
を
得
た
者
が
菩
薩
で
あ
る
」
と
い
う
表
現

が
各
所
に
見
ら
れ
る
こ
と
に
は
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
例
え

ば
『
大
智
度
論
」
巻
四
に
は
「
復
次
、
菩
薩
得
無
生
法
忍
故
、
一
切

名
字
生
死
州
断
、
出
三
界
、
不
堕
衆
生
数
中
。
」
（
目
囲
も
器
巴

、
シ
」
坐
《
｝
フ
（
ぜ
○

補
註
＊
「
以
：
・
故
」
を
伝
統
的
に
「
…
を
以
て
の
故
に
」
と
訓
ず
る

所
謂
る
「
読
み
ぐ
せ
」
が
あ
る
が
、
こ
の
読
み
方
は
い
か
に
も
日
本

語
と
し
て
不
自
然
で
あ
る
の
で
採
ら
な
い
。
例
え
ば
「
以
…
故
、
：
．

故
」
と
理
由
を
並
列
す
る
文
型
も
あ
り
、
そ
の
場
合
は
「
・
・
・
の
故
と

。
：
の
故
と
を
以
て
」
と
訓
ず
る
方
が
文
意
も
明
確
に
な
り
、
日
本
語

と
し
て
も
自
然
だ
と
思
わ
れ
る
。

略
号
と
使
用
テ
ク
ス
ト

ロ
．

弓
．『

大
正
』

『
注
維
摩
詰
経
」

『
民
版
」

ｂ
碕
言
‐
冒
寄
圏
一
倉
、
目
邑

『
大
正
新
脩
大
蔵
経
」

『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』

「
大
正
』
認
・
弓
函
目
上
ら

中
華
民
国
年
間
の
版
本
の
影
印
本
（
上
海

古
籍
出
版
社
刊
、
５
９
）

on

、ソ



引
用
資
料
（
参
考
文
献
一
覧
は
紙
幅
の
都
合
上
割
愛
し
、
直
接
引
用

し
た
も
の
な
い
し
言
及
し
た
も
の
の
み
を
掲
げ
る
。
）

［
横
超
后
ｇ
］
横
超
慧
日
「
大
乗
大
義
章
研
究
序
説
」
『
慧
遠

研
究
研
究
篇
」
創
文
社

［
横
超
ら
ご
］
横
超
慧
日
「
鳩
摩
羅
什
の
翻
訳
」
『
中
国
仏
教

支
謙
訳

玄
英
訳

チ
ベ
ッ
ト
訳
『
維
摩
経
』

「
大
義
章
』

『
集
解
」

『
維
摩
経
集
解
』
（
平
安
時
代
写
大
和
多
武

峯
談
山
神
社
蔵
本
）

「
大
乗
大
義
章
』
（
木
村
英
一
編
「
慧
遠
研

究
遺
文
篇
」
所
収
の
テ
ク
ス
ト
）

「
仏
説
維
摩
経
』
（
目
匡
》
君
日
中
閉
巴

「
説
無
垢
称
経
』
（
Ｈ
Ｅ
〕
層
ｄ
則
‐
認
巴

大
腿
実
秋
「
チ
ベ
ッ
ト
文
維
摩
経
テ
キ
ス

ト
」
含
イ
ン
ド
古
典
研
究
Ｉ
』
成
田

山
新
勝
寺
一
九
七
○
所
収
）

［
橋
本
５
９
］

［
干
潟
巳
麗
］

［
木
村
己
駅
」

［
境
野
己
路
］

［
諏
訪
患
留
］

孫天
｢Ⅱ鹿

らら
麗閉
一一

［
横
超
扇
闇
］

の
研
究
第
二
』

横
超
慧
日
「
翻
訳
者
と
し
て
の
鳩
摩
羅
什
」

「
人
物
中
国
の
仏
教
羅
什
』
大
蔵
出
版

大
鹿
実
秋
「
維
摩
経
の
研
究
』
平
楽
寺
書
店

鎌
川
茂
雄
『
中
国
仏
教
史
』
第
二
巻
東
京
大

学
出
版
会

木
村
宣
彰
「
維
摩
詰
経
と
毘
摩
羅
詰
経
」
『
仏

教
学
セ
ミ
ナ
ー
』
蛇

境
野
黄
洋
「
維
摩
経
講
義
・
勝
霊
経
講
義
』
大

蔵
経
講
座
第
八
巻
東
方
書
店

諏
訪
義
純
「
鳩
摩
羅
什
の
生
涯
と
訳
経
事
業
」

『
人
物
中
国
の
仏
教
羅
什
」
大
蔵
出
版

橋
本
芳
契
『
維
摩
経
の
思
想
的
研
究
」
法
蔵
館

干
潟
龍
祥
弓
大
智
度
論
」
の
作
者
に
つ
い
て
」

「
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
？
］
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